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「
忘
れ
な
い
よ
う
に
」
と
言
っ
て
渡
し
て
く
れ
た
写
真
二

枚
が
見
つ
か
っ
た
た
め
、
Ｍ
Ｐ
が
こ
の
二
枚
の
写
真
を
ど

う
理
解
し
た
か
分
か
ら
な
い
が
、
そ
の
後
約
一
年
位
、
私

宅
に
来
る
手
紙
は
全
部
開
封
し
て
検
閲
し
て
あ
っ
た
。
い

わ
ゆ
る
共
産
党
系
の
要
注
意
人
物
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

書
い
て
き
た
こ
と
に
記
憶
違
い
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
シ
ベ
リ
ア
で
の
地
獄
の
よ
う
な
生
活
を
さ
せ
ら
れ
た

こ
と
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

帰
国
で
き
た
幸
せ
と
、
い
ま
だ
に
凍
土
の
中
に
眠
っ
て

お
ら
れ
る
戦
友
に
対
す
る
慰
霊
の
気
持
ち
は
忘
れ
な
い
つ

も
り
だ
。

抑
留
生
活
の
記
憶

愛
知
県

永

井

愛
知
県
東
春
日
井
郡
勝
川
町
柏
井
下
条
厚
字
股
で
、
大

正
十
（
一
九
二
一
）
年
五
月
五
日
生
ま
れ
る
。

昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
三
月
三
十
一
日
、
味
美
小

学
校
高
等
科
卒
業
。

卒
業
後
家
事
農
業
に
従
事
し
な
が
ら
大
企
業
に
就
職

し
、
家
族
と
も
ど
も
銃
後
の
護
り
に
専
念
し
た
。

昭
和
十
六
年
度
の
徴
兵
検
査
で
合
格
し
、
昭
和
十
七
年

七
月
一
日
、
航
空
浜
松
中
部
第
七
五
部
隊
教
育
隊
に
入

隊
。昭

和
十
七
年
十
一
月
十
日
、
満
州
の
首
都
新
京
（
長

春
）
の
南
領
の
満
州
第
二
気
象
連
隊
八
三
九
七
部
隊
に
転

属
、
気
象
班
勤
務
と
な
る
。

ソ
連
軍
侵
攻
時
は
牡
丹
江
の
服
務
か
ら
新
京
に
転
属
を

命
ぜ
ら
れ
た
時
で
、
新
京
で
は
、
当
時
の
状
況
下
で
は
日

本
軍
の
活
動
は
余
り
よ
く
な
く
、
近
い
う
ち
に
ソ
連
の
動

き
が
は
っ
き
り
す
る
、
各
自
一
層
努
力
、
任
務
遂
行
を
厳

し
く
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

新
京
で
は
、
後
の
反
撃
地
点
と
し
て
奉
天
（
瀋
陽
）
を

横
の
一
線
で
戦
え
る
状
態
を
作
る
べ
く
、
移
動
を
計
画
し

て
い
た
。

八
月
十
四
日
、
部
隊
所
属
の
送
信
所
を
爆
破
す
る
こ
と
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に
な
り
、
爆
破
地
点
に
向
か
う
時
は
橋
の
警
備
を
し
て
い

た
満
州
兵
は
快
く
通
過
さ
せ
て
く
れ
た
が
、
爆
破
終
了
後

同
地
点
を
通
過
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
満
州
兵
は
我
々

に
銃
口
を
向
け
て
通
行
さ
せ
な
か
っ
た
。
こ
の
時
点
で
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
が
す
で
に
満
州
兵
に
分
か
っ
て
お
っ
た
の
で

あ
る
。

八
月
十
五
日
、
部
隊
は
奉
天
に
移
動
で
出
発
し
た
。
出

発
当
日
は
部
隊
の
周
辺
は
中
国
人
民
で
い
っ
ぱ
い
で
、

我
々
部
隊
が
出
発
の
た
め
衛
門
を
出
る
と
同
時
に
な
だ
れ

込
み
状
態
で
部
隊
内
に
侵
入
し
、
部
隊
内
に
残
さ
れ
て
い

る
糧
秣
そ
の
他
の
物
品
が
略
奪
さ
れ
た
。

終
戦
の
詔
勅
は
部
隊
が
奉
天
に
移
動
中
の
道
中
で
聞
い

た
が
、
何
と
も
言
え
ぬ
憤
り
が
走
り
、
身
体
の
中
か
ら
力

が
抜
け
る
の
が
感
じ
ら
れ
た
。
行
軍
途
中
、
公
主
嶺
の
飛

行
場
近
く
で
田
の
中
に
ソ
連
兵
の
死
体
が
数
体
見
つ
け
ら

れ
、
情
報
で
こ
の
地
で
戦
争
が
あ
っ
た
と
聞
く
。
公
主
嶺

の
市
街
地
に
集
結
し
た
部
隊
は
ソ
連
軍
の
指
令
を
受
け
武

装
解
除
さ
れ
、
銃
・
帯
剣
等
を
出
し
て
運
命
の
一
線
を
越

え
た
。

武
装
解
除
さ
れ
た
人
員
は
約
八
百
〜
千
人
位
で
あ
っ
た

と
思
う
。
武
装
解
除
さ
れ
て
も
部
隊
を
解
散
す
る
こ
と
な

く
団
体
行
動
で
処
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
武
装
解
除
を

受
け
た
場
所
は
他
の
部
隊
も
お
り
、
多
く
の
人
が
い
た
。

武
装
解
除
後
の
約
十
日
間
位
は
、
ソ
連
よ
り
の
指
示
で

使
役
労
働
を
さ
せ
ら
れ
、
糧
秣
受
領
が
主
な
仕
事
で
あ
っ

た
。部

隊
で
行
動
し
、
東
京
ダ
モ
イ
と
言
わ
れ
て
貨
車
に
乗

り
、
ジ
ャ
ム
ス
を
通
過
し
国
境
の
街
黒
河
に
着
い
た
。
黒

河
よ
り
ア
ム
ー
ル
を
渡
っ
て
ソ
連
の
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン

ス
ク
に
着
き
、
こ
こ
で
更
に
輸
送
貨
車
に
詰
め
込
ま
れ

て
、
東
に
行
く
か
、
西
に
行
く
か
と
互
い
に
心
配
を
こ
め

て
語
り
合
い
、
運
命
の
一
点
を
心
待
ち
に
し
た
。
こ
の
間

の
生
活
状
況
は
特
別
に
変
わ
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

東
京
ダ
モ
イ
と
騙
さ
れ
上
下
二
段
の
有
蓋
貨
物
車
に
詰

め
込
ま
れ
て
動
き
出
し
、
夜
が
明
け
眺
め
れ
ば
ま
っ
た
く

野
原
の
真
ん
中
を
走
り
、
西
に
向
か
っ
て
走
っ
て
い
る

…
…
あ
っ
と
落
胆
し
た
。
こ
れ
か
ら
長
い
旅
、
苦
し
い
旅

が
始
ま
る
と
同
僚
と
話
し
合
い
、
帰
る
ま
で
元
気
に
頑
張
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ろ
う
と
再
度
手
を
握
り
合
っ
た
。

輸
送
期
間
の
貨
車
生
活
は
、
上
下
二
段
に
仕
切
ら
れ
て

立
つ
こ
と
も
で
き
ず
、
中
腰
の
姿
勢
で
あ
る
。
中
央
に
暖

を
と
る
ス
ト
ー
ブ
が
あ
っ
た
か
、
そ
の
所
在
も
は
っ
き
り

覚
え
て
い
な
い
。
貨
車
の
屋
上
に
は
ロ
シ
ア
兵
が
マ
ン
ド

リ
ン
銃
を
構
え
て
歩
哨
に
立
ち
、
異
変
が
あ
れ
ば
発
砲
と

目
を
光
ら
せ
警
戒
し
て
い
る
。
歩
哨
は
年
齢
が
若
く
、
二

十
歳
前
後
の
年
齢
に
見
え
る
。
こ
ん
な
若
造
め
と
思
い
た

く
な
る
感
じ
で
あ
る
。

一
定
の
区
間
を
走
り
貨
車
が
停
ま
れ
ば
、
一
斉
に
歩
哨

に
気
を
使
い
な
が
ら
大
小
便
の
放
列
が
始
ま
る
。
実
に
情

け
な
い
状
況
で
あ
る
。
停
止
し
た
駅
で
は
地
方
の
者
が
日

本
人
珍
し
や
と
寄
っ
て
来
て
、
身
に
つ
け
て
い
る
物
、
特

に
時
計
、
万
年
筆
を
く
れ
と
せ
が
む
が
、
パ
ン
と
交
換
と

い
う
状
況
で
あ
る
。
い
か
に
物
が
欠
乏
し
て
い
る
か
、
貧

し
い
生
活
が
目
に
つ
く
。
ソ
連
共
産
主
義
帝
国
の
悪
政
が

感
じ
ら
れ
る
。
中
で
も
十
二
歳
前
後
の
子
供
達
は
非
常
に

す
ば
し
こ
く
て
、
我
々
の
物
を
盗
ん
で
行
く
。
ち
ょ
う
ど

針
金
の
太
い
物
で
、
先
を
曲
げ
て
そ
れ
で
貨
車
の
中
の
物

品
を
引
っ
か
け
て
盗
む
。
泥
棒
根
性
の
現
れ
で
、
お
互
い

に
注
意
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。
沿
線
の
住
民
の
様

子
は
非
常
に
や
つ
れ
、
活
気
も
な
く
、
生
き
る
気
力
が
感

じ
ら
れ
な
い
。
い
か
に
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
日
常
の
政
策

が
厳
し
い
も
の
で
あ
る
か
を
思
う
。

黒
河
を
後
に
し
て
ソ
連
領
に
入
り
西
に
向
か
っ
た
。
イ

ル
ク
ー
ツ
ク
で
、
日
付
は
十
月
終
わ
り
頃
で
あ
っ
た
と
思

う
。
場
所
は
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
市
街
地
と
は
離
れ
て
お
ら

ず
、
何
か
工
業
団
地
の
あ
る
所
で
、
付
近
は
工
場
が
多
い

所
で
あ
る
と
感
じ
た
。
収
容
所
は
団
地
の
近
く
に
あ
り
、

千
人
内
外
が
収
容
さ
れ
、
施
設
は
特
別
に
特
室
は
な
く
、

今
に
な
っ
て
思
え
ば
普
通
の
施
設
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
え

る
。抑

留
地
の
生
活
は
バ
イ
カ
ル
湖
付
近
で
、
収
容
所
の
宿

舎
は
広
く
な
か
っ
た
。
各
人
の
作
業
は
入
隊
前
の
職
業
別

希
望
に
基
づ
き
分
け
ら
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
工
場
で
機

械
操
作
に
従
事
す
る
者
、
特
殊
作
業
（
大
工
、
そ
の
他
）

に
就
く
者
、
一
般
作
業
に
就
く
者
（
農
業
及
び
一
般
労

働
）
等
で
あ
っ
た
。
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第
二
抑
留
地
は
チ
タ
収
容
所
で
、
こ
こ
は
広
い
演
習
地

の
一
画
に
収
容
所
が
あ
り
、
周
囲
を
太
い
丸
太
で
囲
み
、

歩
哨
が
立
ち
警
戒
は
厳
重
で
あ
っ
た
。
約
千
〜
千
五
百
人

位
が
収
容
さ
れ
て
い
た
が
、
特
に
変
わ
っ
た
こ
と
は
な

か
っ
た
。

私
は
、
チ
タ
収
容
所
へ
移
動
後
は
入
浴
場
の
任
務
に
就

い
た
。
本
隊
の
収
容
所
と
離
れ
、
屋
外
に
入
浴
場
が
あ

り
、
そ
の
場
所
に
設
立
。
ロ
シ
ア
の
指
示
系
統
は
収
容
所

長
と
入
浴
場
長
は
異
な
る
少
佐
が
勤
務
し
て
お
り
、
私
達

二
十
五
人
は
入
浴
場
の
少
佐
の
下
で
勤
務
し
た
。
入
浴
は

約
一
・
五
カ
月
に
一
回
位
で
あ
っ
た
。
風
呂
は
日
本
流

で
、
い
わ
ば
ち
ょ
う
ど
今
の
サ
ウ
ナ
風
呂
で
あ
る
。
下
着

類
の
襦
袢
、
シ
ャ
ツ
は
入
浴
時
に
ソ
連
側
の
準
備
で
交
換

着
用
す
る
。
虱
予
防
の
た
め
陰
部
を
消
毒
し
た
。
方
法
は

簡
単
で
筆
で
薬
を
塗
布
し
た
。

労
役
に
つ
い
て
は
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
収
容
所
に
収
容
さ

れ
た
時
は
敷
地
区
域
の
穴
掘
り
作
業
で
、
零
下
三
〇
度

〜
四
〇
度
の
寒
さ
は
厳
し
く
て
、
立
っ
て
い
る
だ
け
で
編

上
靴
が
下
駄
の
よ
う
に
凍
っ
て
し
ま
う
状
態
で
あ
り
、
ま

し
て
作
業
の
穴
掘
り
に
つ
い
て
は
バ
ー
ル
で
コ
ツ
ン
コ
ツ

ン
と
掘
っ
て
や
っ
と
深
さ
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
ノ
ル

マ
に
し
て
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

コ
ル
ホ
ー
ズ
農
場
の
作
業
は
、
広
々
と
し
た
農
場
の
中

に
白
系
ロ
シ
ア
の
人
が
住
ん
で
農
業
を
や
っ
て
い
た
。
住

ん
で
い
る
人
は
約
百
人
位
で
、
農
耕
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と

キ
ャ
ベ
ツ
を
や
っ
て
お
り
、
私
達
は
作
業
協
力
で
あ
っ

た
。
特
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
腹
を
満
た
す
に
は
好
都
合
で
、

よ
く
腹
の
中
に
入
れ
た
。
白
系
ロ
シ
ア
人
は
非
常
に
好
意

的
で
親
し
み
が
増
し
た
。
日
本
人
は
頭
が
よ
く
て
優
れ
て

い
る
、
ダ
モ
イ
せ
ず
に
住
ん
で
く
れ
と
言
わ
れ
た
。

チ
タ
浴
場
で
は
、
収
容
所
か
ら
約
三
百
メ
ー
ト
ル
位
離

れ
て
お
り
、
屋
内
勤
務
の
た
め
労
働
は
楽
で
毎
日
過
ご
す

の
に
苦
労
し
た
と
当
時
を
偲
ん
で
お
る
。
日
常
生
活
は
、

入
浴
の
な
い
日
は
一
日
中
暇
で
、
身
の
振
り
方
に
困
っ
た

と
言
え
る
。
白
樺
で
麻
雀
パ
イ
、
将
棋
の
駒
作
り
を
し
て

過
ご
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。

抑
留
中
の
生
活
と
極
限
状
態
の
中
で
生
き
延
び
て
帰
国

で
き
た
の
は
、
終
戦
ま
で
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
酷
寒
と
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餓
鬼
と
敗
者
と
し
て
の
強
制
労
働
の
生
活
の
中
で
、
ま
ず

必
ず
祖
国
日
本
に
帰
り
肉
親
に
会
う
と
い
う
生
き
る
目
標

を
持
っ
た
こ
と
と
思
う
。
日
本
に
帰
る
と
い
う
目
標
を
達

成
さ
せ
る
た
め
に
は
、
自
分
は
自
分
と
心
に
決
め
、
ま
ず

体
力
維
持
と
人
に
は
負
け
な
い
と
い
う
根
性
が
あ
っ
た
か

ら
だ
と
考
え
た
。
そ
う
し
て
こ
れ
を
実
行
し
て
地
獄
生
活

を
乗
り
切
っ
て
き
た
た
め
日
本
に
帰
国
で
き
、
今
日
の
幸

い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
謝
の
念
で
い
っ
ぱ
い
で

あ
る
。

日
本
帰
還
の
声
は
チ
タ
収
容
所
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て

昭
和
二
十
二
年
三
月
下
旬
に
チ
タ
か
ら
貨
物
連
結
車
に
乗

車
し
て
出
発
し
、
約
十
日
間
位
か
か
っ
て
昭
和
二
十
二
年

四
月
二
日
に
帰
還
集
結
地
ナ
ホ
ト
カ
に
着
い
た
。

ナ
ホ
ト
カ
に
着
き
、
船
に
乗
れ
ば
日
本
に
帰
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
っ
て
お
る
と
き
、
パ
ン
工
場
建
設
の
た
め
に

約
百
五
十
人
が
残
留
と
な
り
、
再
び
収
容
所
生
活
が
始

ま
っ
た
。
こ
の
時
の
衝
撃
は
言
葉
に
表
す
こ
と
の
で
き
な

い
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
日
本
に
向
け
て
帰
る
帰
還
船
を

眺
め
て
暮
ら
す
収
容
所
の
生
活
は
身
を
切
ら
れ
る
よ
う
な

思
い
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
十
二
年
九
月
十
五
日
に
帰
還

船
「
恵
山
丸
」
に
乗
船
で
き
た
。
帰
還
船
に
乗
船
で
き
た

喜
び
は
、
ま
ず
こ
れ
で
生
き
て
帰
国
で
き
る
と
い
う
喜
び

で
、
こ
の
喜
び
も
地
獄
の
生
活
を
し
て
き
た
者
で
な
く
て

は
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
喜
び
で
あ
っ
た
。
生
還
で
き

た
喜
び
の
中
で
近
づ
い
て
く
る
舞
鶴
の
島
影
が
見
え
始
め

た
時
は
、
帰
還
で
き
た
と
い
う
実
感
が
湧
き
上
が
る
と
同

時
に
、
祖
国
日
本
の
美
し
さ
が
目
に
し
み
、
世
界
中
で
日

本
国
ほ
ど
美
し
い
国
は
な
い
と
思
っ
た
。
こ
の
と
き
は
昭

和
二
十
二
年
九
月
二
十
日
頃
で
あ
っ
た
と
思
う
。

実
家
に
帰
る
と
家
族
一
同
仲
良
く
暮
ら
し
て
お
り
、
勤

務
先
へ
の
復
帰
を
温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
れ
、
帰
還
後
の

ス
タ
ー
ト
が
で
き
た
。

現
在
の
幸
せ
な
生
活
の
中
で
抑
留
生
活
を
思
い
起
こ
す

と
、
終
戦
時
に
共
に
戦
っ
た
戦
友
、
死
亡
し
た
戦
友
、
消

息
不
明
に
な
っ
た
戦
友
等
の
こ
と
を
思
い
出
す
と
と
も

に
、
シ
ベ
リ
ア
の
凍
土
の
中
で
眠
っ
て
お
ら
れ
る
戦
友
達

に
安
ら
か
に
眠
っ
て
下
さ
い
と
祈
り
な
が
ら
、
自
分
自
身

の
幸
せ
を
願
い
、
改
め
て
戦
友
達
の
安
ら
か
な
眠
り
を
祈
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る
の
み
で
あ
る
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
記
憶
の
一
部
・

ブ
カ
チ
ャ
ー
チ
ャ
収
容
所

愛
知
県

森

武

雄

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
十
月
二
十
三
日
、
愛
知
県
一

宮
市
に
て
生
ま
れ
る
。

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
十
二
月
、
早
稲
田
大
学
商

学
部
仮
卒
業
。

現
在
無
職
。
長
男
夫
婦
、
孫
三
人
と
妻
の
七
人
家
族
。

昭
和
十
八
年
十
二
月
、
学
徒
動
員
で
現
役
兵
と
し
て
兵

庫
県
加
古
川
の
戦
車
隊
（
大
阪
師
団
）
に
入
隊
。

そ
の
後
、
経
理
部
幹
部
候
補
生
に
合
格
。
昭
和
十
九
年

五
月
新
京
経
理
学
校
へ
入
学
、
同
年
十
月
卒
業
、
見
習
士

官
と
な
り
新
京
（
長
春
）
貨
物
廠
に
配
属
さ
れ
る
（
満
州

第
一
九
部
隊
）。

兵
科
部
隊
で
な
か
っ
た
の
で
、
主
と
し
て
軍
属
と
満
人

労
働
者
で
軍
人
は
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
も
い
な
か
っ
た
の

で
、
他
部
隊
の
構
成
・
装
備
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
は
不

明
。
貨
物
廠
の
被
服
・
食
糧
な
ど
の
在
庫
は
昭
和
二
十
年

に
入
る
と
半
減
し
た
（
南
方
戦
線
へ
）。
特
に
主
食
の
米

の
不
足
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
昭
和
二
十
年

五
月
頃
は
、
大
豆
、
高
粱

コーリャン
な
ど
の
農
作
物
の
調
達
は
比

較
的
順
調
で
あ
っ
た
。

ソ
連
侵
攻
は
、
情
報
と
し
て
は
直
ち
に
全
員
に
知
ら
さ

れ
た
が
、
戦
闘
部
隊
で
は
な
か
っ
た
の
で
部
隊
の
編
成
・

配
置
替
え
な
ど
は
終
戦
日
ま
で
な
く
、
侵
攻
へ
の
対
応
、

戦
闘
は
一
切
な
か
っ
た
。

終
戦
の
詔
勅
は
全
員
（
軍
人
、
軍
属
の
み
）
営
庭
に
集

合
整
列
し
て
ラ
ジ
オ
放
送
で
聞
い
た
。
部
隊
長
の
訓
辞
な

ど
聞
い
た
が
全
く
記
憶
に
な
い
。
相
当
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
た
の
は
事
実
で
あ
っ
た
が
、
七
月
に
な
っ
て
か
ら
敗
戦

必
至
の
情
報
を
知
っ
て
い
た
の
で
大
し
た
混
乱
は
な
か
っ

た
。
満
人
、
朝
鮮
人
に
よ
る
貨
物
廠
内
の
物
資
の
盗
難
事

件
（
小
規
模
の
も
の
）
は
あ
っ
た
が
、
大
事
件
は
な
か
っ

た
。
ソ
連
軍
の
進
駐
も
な
く
、
平
穏
無
事
で
命
令
が
出
る
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